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発行＝憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15


あくろす２階 市民活動支援センター内


メールボックス６番


FAX番号：0424-83-1566 大野気付


-----------------------------------------------------------


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp








　「地域･職場･分野別の『会』は現在三〇二六を数えました」････七月三〇日の「九条の会・有明講演会」には九五〇〇人が参加。発足一年余りの「会」のひろがりをあらためて確認しました。


　よびかけ九氏の内、三木睦子、鶴見俊輔、小田実、奥平康弘、大江健三郎、井上ひさしの六氏が講演。澤地久枝氏のビデオによる挨拶が寄せられました。
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　第二章＝九条は、「戦争その他の武力の行使又は武力による威嚇を永久に行わない」とする一方で「戦争の放棄」を「安全保障」にすり変え、「戦力の不保持」と「交戦権の否認」を削除し「自衛軍」の保持を明記。自衛軍は、事前か事後に「国会の承認を受け」れば「国際的に協調して行われる」海外での武力行使に参加できるとしています。現行の憲法解釈で、持っているが行使はできないとされる「集団的自衛権」には触れていませんが、起草委事務局次長は「自衛には個別も集団も含まれる」との立場を述べています。


憲法改正のハードルも下げる


　「国民の権利及び義務」では「自由及び権利には責任及び義務が伴う」として「国民の責務」をうたい、環境権やプライバシー権など「新しい人権」は、党内論議がまとまらないとして見送りました。


　宗教団体への公金支出の禁止は「社会的儀礼の範囲内にある場合」を除くとして規制を緩和。「地方自治」の章は新たに自治体の自主財源強化の項目を入れています。


　憲法改正の手続きでは、国会での発議要件を、現行の衆参各議院の総議員の「三分の二以上」から「過半数」にハードルを下げています。
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憲法否定の扶桑社版教科書


調布市教育委員会が不採択


３回の審議を延べ２３０人の市民が傍聴


　調布市教育委員会は、７月27日、８月１日、５日の３日間、市民公開の臨時会を開いて、社会科、理科、数学、音楽、美術などの教科書の採択を審議しました。注目の社会科では、「新しい歴史教科書をつくる会」による扶桑社版歴史・公民教科書を不採択としました。３回の審議には延べ２３０人の市民が傍聴に駆けつけ、市民の良識が教育委員会の審議にも反映されたと言えます。


　しかし、教科書展示会で意見を提出した多数の市民の声は紹介さえされず、扶桑社版教科書の内容について教育委員の発言は何もないのに、常に同教科書に２票の採択票が入るなど、採択手続の問題点が残されました。


教育委員５人に２人が扶桑社支持派？


危うさをひしひしと体感


　５日の歴史教科書の審議では、前回までに残された東京書籍、清水書院、文教出版、扶桑社、日本書籍新社の５社を２社に絞ってから１社を選定する方式がとられましたが、２社に絞る投票で、東京書籍３票、日本文教出版、扶桑社、日本書籍が各２票、清水書院１票となったため、４社を対象に再投票。この段階で東京書籍と日本文教出版が各３票で残り、扶桑社、日本書籍が各２票で対象から外れました。上位２社で投票の結果、東京書籍が３票となり，日本文教出版の２票に競り勝ちました。


　公民教科書の審議では、前回までに絞られた東京書籍、扶桑社、日本書籍の３社を対象に投票。東京書籍と扶桑社が各２票、日本書籍が１票となり、これも上位２社で投票、東京書籍が決まりました。








　自民党の新憲法起草委員会は八月一日、「新憲法の条文第一次案」を公表。第一章で、天皇を現行通り「日本国の象徴」とし、「元首」化は見送り、四月の各小委員会要綱で掲げた「国防の義務」や「家庭を維持する責務」、七月の要綱案で「日本の歴史、文化」を加えるとした「前文」などをすべて省き、国民が受け入れ易くし、九条改悪に的を絞っているのが特徴です。


　自民党は、今後「地方ヒアリング」などで国民の意見を聞き、結党五〇年の十一月までに正式草案にするとしています。





WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





　八月二〇～二一日に行なう八月合宿は三七人の参加申込みですが、二〇日の日帰り参加は何人でも歓迎です。ご遠慮なくおいでください。


　三日、世話人会は合宿後の日程を決めました。皆さんの手帖に書き込んでください。








９月25日(日)13時30分～：あくろす３階


　第８回「憲法ひろば」（９月例会）


10月16日(日)13時30分～：あくろす３階


　第９回「憲法ひろば」（10月例会）


11月については未定


12月3日(土)10時～21時：グリーンホール


　映画「父と暮らせば」上映会（実行委）


　第11回「憲法ひろば」(ひろばのつどい)
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